
旅する未来の学校に向けて

（一財）地域・教育魅力化プラットフォーム
岩本 悠



背景・目的 新しい時代を生きる資質・能力の育成に向けて

VUCA（非連続・可変・変動、不確実、複雑、曖昧）

デジタル・グローバル化（ボーダレス・クロスボーダーetc.）

選択可能で多様な学びの環境・機会
越境可能な開かれた学校教育システム

興味関心・価値観・志向志望・資質能力・成長機会等

可変・変動・多様化

未来
社会

生徒
実態

学校
教育
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誰も生まれた場所は選べない,変えなられない

誰もが学ぶ場所は選べる,変えられる社会へ
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地域みらい留学

◼ 地域みらい留学

合同説明会参加者数

1173名（2018年）

↓

2093名（2019年）

↓

3456名（2020年）

VUCA・デジタル時代の新たな越境的な学びの選択肢

「地域みらい留学」
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次世代の人の流れ・未来も変える

非連続な成長機会の展開



2018年

34校

▼

▼

▼

▼

2021年

70校
（26道県）

「地域みらい留学」参画校・地域
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✓ 地域留学生は生きる力を育む「主体性」「多様性」「協働性」に関わる態度に成長実感。
✓ 地方留学経験者の４割が留学先の地域に将来も関わたい（≒定住・関係人口）

※出典：「2018年 地方留学の推進に関する調査研究報告書」日本財団

【参考】越境留学の効果
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みらい留学校
（普通高校・専門高校等）

高等専門学校

※高２に限らず、高１・中３
時点の留学も可能に

単年留学

みらい留学奨学金（家庭の経済格差を越えて誰もが越境可能な社会へ）
みらい探究（オンラインも活用し学校・地域の枠を越え、協働で学びあい切磋琢磨できるSTEAM型探究）

※高専同士に加え「高校⇔高専」
の単年越境も可能に

通信制高校 中高一貫校
中等教育学校

※日本人学校等をハードルの
低い越境拠点として活用

※大学・専門学校・企業等との越境の可能性も検討

在外教育施設
（高等部）

上海、シンガポール、バンコク、
NY、スイス、英国

大学・企業等

旅する学校／みらいハイスクール アライアンス

（共学共創コミュニティー）

※オンライン教育とス
クーリングによる単位授
与で全日制の単位を補完

誰も生まれる場所は選べない→誰もが学ぶ場を選べ・変えられる社会へ

旅する学校 みらいハイスクール構想



旅する学校「みらいハイスクール」に向けた課題
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通信制課程の活用による個別最適な科目履修

全日制と通信制との協働により、科目履修の制限なく越境できる

教育システムの実証（例：越境の際に調整困難な科目は通信制で履修）

課題① 【単位互換】 教育課程の調整が困難

課題② 【学びの質】 学習進度・探究深度の差

学校枠を越えた協働的なカリキュラム構築
・どこの学校・地域にいても、学校枠を超えた協働的な学びができる

教育システムの実証（例：他の高校の生徒と共に学ぶ学校横断科目の開設）

解決策

解決策



2021年度の「未来の教室」における実証

9

地域の全日制高校

デジタルを活用することで、
「リアル×ネット」「全日制×通信制」「地域を越えた学び」

一人ひとりのテーマを意志をもって学べる

旅する学校 みらいハイスクール

広域通信制高校

創る・探究

実証②

「ネット×リアル」

地域を超えた

協働的な探究
●全日制：通学地域での探究
●広域通信制：通学地域では出会え
ない他の地域、生徒との協働探究

「全日制×通信制」

個別最適な

科目履修

知る・教科

実証①

●全日制：ベースとなる履修
●広域通信制：多様な学びを実現
するため、個人にあわせた履修



実証①：全日制と通信制の協働による個別最適な履修計画の実証

●目的：多様な学びの実現のために、全日制・通信制を融合した科目履修の実現

広域通信制高校

地域留学など生徒個人の意志を実現するために、
一部広域通信制高校などで科目を履修。

概要 ・教育課程が合わず越境して学べない状態を防ぐ
・全日制高校・広域通信高校と合同で履修することで、意志ある学びを実現する。

実施案 ・教育課程の問題で希望する学びが実現できないケースにおいて、通学する全
日制と広域通信制高校と合同での履修（一部単位を広域通信制で取得）の検討

全日制高校
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実証②：地域を越えた協働での探究科目（単位認定）の開設・実証
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全国の仲間と地域を超えて
オンライン/オフラインを融合し

学び・成長し合う！

●北海道から沖縄まで異年齢の「1年間・3年間の地域留学生」「地元生」が参加
●デジタルを活用して多様な生徒が地域を舞台に学び合いを行う



【参考】プログラムの概要

「関係の質」構築
学習する組織作り

授業概要 目的・狙い

合同探究①

合同探究②

合同探究③

合同探究④

合同探究⑤

スクーリング（2月）

＠福岡県

合同探究⑥

■観光という共通テーマに興味・関心がある全国の多様な地域の生徒が、
オンラインとリアルのハイブリッドで学び合う協働的な探究カリキュラム

足を使ってワーク・写真撮影で
自分の地域の興味を発見する

自分の“発見”に素直になる
相手の“発見”に興味を持つ

自分の“内側”を認め、
相手の“内側”に興味を持つ。

足と耳を使ってインタビューから
観光への好奇心を感じる

相手の“発見”に触発される
私たちの“発見”の入口に立つ

実家や地域に埋もれた観光の一次情報を集め、年表
を作成する。

探究③～➄はネットを使わず、生の情報のみで考える。

過去を知ることで未来を考える

第二のフィールドである、
福岡県川崎町の魅力を発見する。

ほかの地域を知った上で、
自分の観光への問いを考える

ほかの地域を知り、
自分の考えを再構築する

自分の観光への問いを発表する
自分だけでは行きつかない

課題意識への出会い

12

レポート提出
単位取得
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みらい留学校
（普通高校・専門高校等）

高等専門学校

※高２に限らず、高１・中３
時点の留学も可能に

単年留学

みらい探究（学校・地域の枠を越え、協働で学びあい切磋琢磨できるSTEAM型探究）

教職員・CN等の越境・探究 ※1年間等の他校への交流人事や兼務（教職員のシェア→教育課程や部活動のシェア）

※高専同士に加え「高校⇔高専」
の単年越境も可能に

通信制高校

※通信制のスクーリングも可能に

中高一貫校
中等教育学校

※日本人学校等をハードルの
低い越境拠点として活用

※今後、大学・専門学校・企業等との越境の可能性や「みらい留学奨学金」の創設等も検討

在外教育施設
（高等部）

上海、シンガポール、バンコク、
NY、スイス、英国

大学・企業等

旅する学校／みらいハイスクール アライアンス

（共学共創コミュニティー）

※オンライン教育とス
クーリングによる単位授
与で全日制の単位を補完

誰も生まれる場所は選べない→誰もが学ぶ場を選べ・変えられる社会をつくる

2022年～ 旅する学校 みらいハイスクールの共創へ

普通教科 ※デジタルコンテンツ・遠隔授業も活用し個別最適な履修計画で単位取得を可能に


